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会員の活動報告
(1991年1月~1993年10月）
伊地智均
『フランス文学を学ぶ人のために』（田辺 保編）皿 1バロックからクラシック
へ（世界思想社， 1992年7月）
近江康則
Les Tresors du Musee Sank6kan(2) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
N°6, 1992年2月）
Les Tresors du Musee Sank6kan(3) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
N°7, 1992年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (4) (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO N°8, 1992年8月）
Les Tresors du Musee Sank6kan(4) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
N°9, 1992年1月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (5) (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO N°10, 1993年2月）
Les Tresors du Musee Sank6kan(5) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
N°11, 1993年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (6) (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO N°12, 1993年8月）
小方厚彦
16世紀フランス語における否定表現 (I)- Pantagruelについて一ー（『関西
大学文学論集』第41巻第4号， 1992年3月）
柏木治
J. ボードリヤール他著『世紀末の政治』（共訳）（リプロポート， 1992年3月）
s. ジジェク「政治権力とイデオロギーのメカニズム」（翻訳）（『imago』青土
社， 1992年7月）
E. ルモワーヌ＝ルッチオーニ『衣服の精神分析』（共訳）（産業図書， 1993年 5
月）
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リセとエスタミネ（エッセー）（『ユリイカ』青土社， 1993年9月）
笹倉塩子
La Fontaineにおける前置詞 ENについて（『仏語・仏文学』第20号， 1991年
12月）
関谷一彦
Revolution franfaise et erotisme vus a travers les textes politiques 
de Sade (Etudes de Langue et Litterature Franfaises, n°62, mars 1993, 
pp. 16-28, 1993年3月）
フランス革命とエロティスムーサドの政治的テクストを通して一ー（日本フラ
ンス語フランス文学会口頭発表，於 東京都立大学， 1992月6月）
18世紀における危機一クレビヨン・フィス，ディドロ，サドのエクリチュール
のエロティスムー（関西大学仏文学会口頭発表， 1992月12月）
武本雅醗
副詞的機能をもつ形容詞について―-SN-V-Adj.型構文一ー（関西フランス語
学研究会口頭発表， 1993月8月）
太治和子
18世紀フランス語における補語代名詞の位置について一pouvoir+inf.型の場
合（『仏語・仏文学』第20号， 1991年12月）
18世紀フランス語における不定法の否定補足辞の位置について（日本フランス語
フランス文学会『フランス語フランス文学研究』 61号， 1992年10月）
18世紀フランス語の不定法における否定補足辞の位置について（関西大学仏文学
会口頭発表， 1991月12月）
18世紀フランス語における不定法の否定補足辞の位置について（日本フランス語
フランス文学会口頭発表，於東京都立大学， 1992年6月）
田中寛一
ミシェル・フーコーにおける少年愛（関西大学仏文学会口頭発表， 1992年12月）
田中良
プルースト的「気象学」（奈良大学『紀要』第20号， 1992年3月）
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微笑み，ふらんせ（朝日出版社， 1992年4月）
プルースト的「きょうだい」一『失われた時を求めて』における「きょうだい」
の意味一（関西大学仏文学会口頭発表， 1992月12月）
中所聖一
サルトルにおける〈想像〉―カストリアディスの視点から一（日本フランス語
フランス文学会関西支部大会口頭発表，於 関西大学， 1992年1月）
内藤義博
ルソーと隠された《手》その六一まとめとして一（大阪千代田短期大学『紀
要』第20号， 1991年12月）
ルソーにおける衣食住について（『りべるたす』第6号， 1992年9月）
ルソーにおける恋愛の諸相（大阪千代田短期大学『紀要」第21号， 1992年12月）
中原桂
ァルチュール・ランボーにおける〈菫〉の位置と役割（日本フランス語フランス
文学会関西支部大会口頭発表，於 関西大学， 1992年1月）
西山悦代
現代フランス語における Presenthistoriqueについて（関西大学仏文学会口
頭発表 1992年12月）
平田重和
ァルジェとオラン―A.カミュの小説の舞台を訪ねて (5)(『周辺』 9号， 1992
年3月）
ァルジェとオラン一A.カミュの小説の舞台を訪ねて (6)(『周辺』 10号， 1992
年10月）
ァルジェとオラン―A.カミュの小説の舞台を訪ねて (7)(『周辺」 1号， 1993
年3月）
カミュ『異邦人』解釈（その3)(『関西大学文学論集』第41巻第2号， 1992年1
月）
丸瀬康裕
空地に秋がくる（作品）（『ケレン・ハップク』 1号， 1992年3月）
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トラベリング，トラベリング一私の街のノート（エッセー）（『ケレン・ハッ
プク』 1号， 1992年3月）
ラヴァーズ・キッチン（作品）（『ケレン・ハップク』 12号， 1992年8月）
都市のくらし（作品）（『ケレン・ハップク』 13号， 1992年12月）
グルメ苑（作品）（『キワノ』 2号， 1993年3月）
散文詩のある風景①散文詩の誕生ーボードレール『パリの憂鬱』（論考）（『ケ
レン・ハップク』 14号， 1993年4月）
リンガフォン Ouioui初級フランス語（共著）（リンガフォン・ジャパン，
1993年10月）
八幡晨
スタンダールにおける「高所」とその眺望（『千里山文学論集』第47号， 1992年
3月）
山村嘉己
『文化のなかの女と男』（共著，編集）（嵯峨野書院， 1992年4月）
Verlaineのことなど（特別講演まとめ）（京大フランス語学フランス文学研究
会『仏文研究』 XXIV,1993年9月）
象徴主義6 第2章，象徴主義の先駆者たち 皿，アルチュール・ランポー（関
大生協『書評』 97,1991年1月）
象徴主義7 第2章，象徴主義の先駆者たち IV, ステファヌ・マラルメ （関大
生協『書評J98, 1992年1月）
象徽主義8 第3章，象徴主義運動 I I その運動の周囲（関大生協『書評』 9,
1992年4月）
象徽主義9 第3章，象徴主義運動 I I 運動の中の詩人たち 1 1 ジュール・
ラフォルグ（関大生協『書評J100, 1992年10月）
象徽主義10 第3章，象徴主義運動 I I 運動の中の詩人たち 2 1 トリスタン・
コルビェール（関大生協『書評』 101,1993年1月）
象徽主義1 第3章，象徴主義運動 I I 運動の中の詩人たち 3, カーンとギ
ル（関大生協『書評』 102,1993年4月）
Rimbaudのいわゆる《見者の手紙》について（関西大学仏文学会口頭発表，
1992月12月）
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和田ゆりえ
ャニク・リーパ著『女性と狂気ー19世紀フランスの逸脱者たち」（翻訳）（平凡
社， 1993年6月）
修士論文題目
1992年3月
中原 桂 アルチュール・ランボー・言語呪術の探究
1993年3月
北野 文英 『意識に直接与えられたものについての試論Jに見るベルクソニ
スム
西山悦代 現代フランス語における Presenthistoriqueについて
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後記
昨年は都合で本誌を刊行することができなかったが，研究発表会と総
会は例年どおり開催された。昨年度の発表者の氏名および題目を，今年
度の発表分と共に記しておく。
1992年12月 12日（於第 1 学舎 3 号館AV•B教室）
1. 西山悦代現代フランス語における Presenthistoriqueについて
2. 関谷一彦 18世紀における危機一クレビョン・フィス，ディドロ，
サドのエクリチュールのエロティスムー—
3. 田中寛ー ミシェル・フーコーにおける少年愛
4. 田中良 プルースト的「きょうだい」―-『失われた時を求めて』
における「きょうだい」の意味一
1993年12月 11 日（於第 1 学舎 3 号館AV•A教室）
1. 武本雅嗣 副詞的機能をもつ形容詞について一S-V-Adj.型構
文一
2. 太治和子 18世紀フランス語における前置詞＋関係代名詞について
3. 北野文英 ベルクソニスムの出発点一差異一
4. 中所聖ー サルトルとバシュラールにおける《pate》のイマージュ
5. 神垣享介 『ペスト』における模倣と反復ーランベールの場合一
6. 伊地智均学問の無常なること一「クラシック」と「バロック」
をめぐって一
各発表ごとに活発な質疑応答が行なわれ，刺激に満ちた実り多い会で
あった。
なお，本誌以外の雑誌，紀要などに発表された論文の抜き刷りまたは
コピーを 1部，仏文合同研究室宛お送りくだされば幸いである。研究室
に保管して，会員諸氏の研究に広く活用していただくことを期待してい
る。
（小方厚彦）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と， こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
I. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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